





















本論では、この写真集の 23 年後の 1956 年に、フランスの映画作家アルベール・ラモリス（Albert 
Lamoriss, 1922-70）によって制作された短編映画『赤い風船』（Le Ballon Rouge. 1956）に注目する。
この映画ロケ地は、まさにエレンブルグと同じ場所であったが、一方、多くの写真家たち、つまり
ロベール・ドワノー（Robert Doisneau, 1912-94）、アンドレ・ケルテス（André Kertész, 1894-1985）、ウィ


















































② 1935 年 6 月のパリ国際作家大会のエレンブルグ
1935 年 6 月 21 日〜 25 日の五日間、パリのミチュアリテ会館を会場にして「文化擁護のための
国際作家大会」が開かれた。この会議は、ファシズムの破壊と攻撃から文化を擁護することを主題
としたもので、世界 38 カ国 250 名の作家や知識人が集い、エレンブルグは、その会議においてソ
ビエト代表を務めた。その会議の記録の全容は、中央大学人文科学研究所のメンバーが中心とする
「ファシズム・反ファシズム研究グループ」により、欧米の研究成果を踏まえた訳業、つまり A. ジッ
ド /A. マルロー /L. アラゴン他　相磯 佳正、石黒 英男、五十嵐 敏夫、高橋 治男編訳『文化の擁護
　1935 年パリ国際作家大会』（法政大学出版会、1997 年）によって、その全貌が明らかにされている。


































































































第 1 章の「側面ファインダー」に続く、第 2 章「私のパリ」







想出来る。この通りは、パリの 20 区のベルヴィル地区にある、Vilin 通りの写真であり、その通り
































その後、第 3 章「その年齢」第 4 章「セーヌ川」第 5 章「正午」に続く、第 6 章「コンシエルジュ」は、
5 枚の写真で構成されているが、このうちの一枚をエレンブルグは、回想録で『ヴュ』（Vu）に掲





第 9 章の「ベルヴィル」は、8 枚の写真で構成されるが、ベルヴィルやメニルモンタンの小さな
路地の写真が目につく。先に示した 73 ページの階段の写真（図 11）は、Vilin 通りから、ジュリアン・
ラクロワ通りへと抜ける、パッサージュ（抜け道）であり、56 年の『赤い風船』の冒頭シーンと全
く同じ場所である（図 12）。
その後、第 10 章「老女」第 11 章「のみの市」第 12 章「労働者」第 13 章「芸術」第 14 章「販売員」
第 15 章「子供たち」第 16 章「ホームレス」と続くが、第 16 章は 12 枚の写真で構成されている。
ここで注目したいのは、第 7 章「ベンチ」の 9 枚の写真のうち、5 枚はホームレスの写真であることだ。
これは、エレンブルグがホームレスに強い関心を持っていたことを示している。
このあと第 17 章「ホテル」第 18 章「大道芸人」第 19 章「葬式」第 20 章「カフェ」と続くが、
この章は多めの 7 枚の写真で構成されながらも、エレンブルグ自身が出入りをしていた、モンパル
ナスの有名なカフェとは異なり、町中の一般的で、労働者階級が集うカフェの写真中心となっている。
第 21 章「7 月 14 日」は 3 枚の写真で構成され、道で寝込む浮浪者の写真一枚含んでいる。さらに、
第 22 章「公衆便所」第 23 章「花」第 24 章「日曜日」第 25 章「行商人」第 26 章「監獄」第 27 章「恋
人たち」第 28 章「聖職者」第 29 章「ダンスホール」第 30 章「店」とつながるが、この章で提示さ
れるショーウィンドウの写真は、ウジェーヌ・アジェの伝統を感じさせるものである（図 13）。その後、
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Lissitzky　“Situating El Lissitzky: Vitebsk, Berlin, Moscow.” （J Paul Getty Museum Pub. 2003）p.28
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2 私のパリ 1 1
3 その年齢 7 3
4 セーヌ川 5 1 1
5 正午 6 1 1
6 コンシェルジュ 5 5
7 ベンチ 9 5 5
8 ポスター 1
9 ベルヴィル 8 1 1 1
10 老女 5 2 5
11 のみの市 3 1 1
12 労働者 6 2
13 芸術 1
14 販売員 4 1
15 子供たち 4
16 ホームレス 12 12 6
17 ホテル 2
18 大道芸人 1
19 葬式 1 1
20 カフェ 7 4
21 7 月 14 日 3 1 2
22 公衆便所 1
23 花 3 2
24 日曜日 4 2
25 行商人 2




30 店 3 1
31 フェア 3
32 エッフェル塔 1 1
33 夢見る女性 4 1 3












図 10　『私のパリ』69頁　『国民の友』のポスター 図11　『私のパリ』73頁　Passage Julien Lacroix
椎原：イリヤ・エレンブルグの写真集『私のパリ』におけるベルヴィルの表象について（１）
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図12　『赤い風船』の冒頭シーン
図13　『私のパリ』217頁
